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本
稿
で
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
制
度
能
力
と
産
業
政

策
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
老
後
5
9る
。
制
度
や
開

発
に
お
け
る
国
家
の
役
割
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
国
家
に
は
そ

れ
が
果
た
す
べ
き
役
割
が
あ
り
、
役
割
を
遂
行
す

る
た
め
に
は
能
力
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
国

家
、
社
会
の
総
合
力
と
も
い
え
る
こ
の
よ
う
な
能

力
を
制
度
能
力
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
産
業
政
策
と
の

関
連
で
い
え
ば
、
政
策
を
策
定
し
、
実
行
す
る
た

め
の
枠
組
み
の
構
築
、
各
種
の
調
整
、
見
直
し
、

政
策
が
不
正
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
か
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
機
能
、
官
僚
組
織
と
官
僚
の
能
力
な
ど
が

含
ま
れ
よ
う
。
ま
た
、
政
府
の
政
策
的
介
入
に
は

特
定
の
産
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
選
択
的
介
入

と
よ
り
全
般
的
な
中
立
的
介
入
が
あ
り
、
前
者
は

釜
台
よ
り
も
高
い
制
度
能
力
を
必
要
と
す
る
。

制
度
能
力
の
絶
対
評
価
は
困
難
を
伴
う
が
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
制
度
能
力
は
発
展
途
上
国
の
基
準
か

ら
言
え
ば
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
制
度
能
力
は
静
態
的
な
も
の
で
は
な
く
、
産

業
政
策
(
本
稿
で
は
工
業
化
政
策
と
ほ
ぼ
同
義
で

使
う
)
の
た
め
の
制
度
能
力
は
時
間
の
経
過
と
と

も
に
、
ま
た
政
府
、
官
僚
の
学
習
能
力
に
よ
り
向

上
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
各
国
の
制
度

能
力
の
向
上
は
国
外
の
要
因
に
も
影
響
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
典
型
的
な
多
人
種
国
家
で
あ
り
、

こ
の
た
め
国
家
と
し
て
の
統
合

(Z色。
E
Z〕包
1

包
が
重
要
と
な
る
。
住
民
は
主
に
ブ
ミ
プ
ト
ラ

(
マ
レ
!
人
)
、
華
人
系
、
イ
ン
ド
系
住
民
か
ら

な
る
が
、
政
治
的
に
は
人
口
の
過
半
を
占
め
る
ブ

ミ
。
フ
ト
ラ
が
優
勢
に
あ
る
。
一
方
、
経
済
活
動
の

多
く
に
お
い
て
華
人
系
住
民
が
優
勢
で
あ
る
。
マ

レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
は
産
業
政
策
を
策
定
、
実
施

す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
国
家
の
基
本
政
策
が
こ

れ
に
優
先
さ
れ
る
ケ
i
ス
が
多
々
見
ら
れ
る
。
こ

れ
は
多
人
種
国
家
マ
レ
ー
シ
ア
特
有
の
も
の
と
い

え
る
。
憲
法
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
ブ
ミ
プ

ト
ラ
の
優
位
、
同
国
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
保
護
政
策
は

様
々
な
形
で
産
業
政
策
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

特
に
一
九
六
九
年
の
人
種
暴
動
を
機
に
打
ち
出

さ
れ
た
新
経
済
政
策
(
一
九
七
一

1
一
九
九

O

年
)
は
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
経
済
的
な
地
位
の
向
上
を

目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
新
経
済
政
策
の
二
大
目

標
は
貧
密
の
撲
滅
と
社
会
の
再
編
で
あ
り
、
こ
の

う
ち
社
会
の
再
編
は
ブ
ミ
フ
ト
ラ
の
商
工
業
部
門

へ
の
参
茄
促
進
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
新

経
済
政
策
に
は
い
く
つ
か
の
目
標
が
あ
り
、
産
業

別
の
就
業
状
況
が
人
種
構
成
比
に
見
ム
口
う
よ
う
に

す
る
こ
と
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、
最
も

注
目
を
浴
び
た
も
の
が
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
株
式
所

在
を
一
九
九

O
年
ま
で
に
三

O
%に
引
き
上
げ
る

と
い
、
?
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
政
府
は
出

資
比
率
を
監
督
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
産
業
調

整
法
を
制
定
し
た
。
ま
た
、
自
ら
公
企
業
を
設
立

す
る
こ
と
に
よ
り
、
積
極
的
に
経
済
活
動
に
介
入

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

新
経
済
政
策
は
成
長
と
分
配
の
両
立
を
は
か
っ

た
も
の
で
あ
り
、
成
長
す
る
パ
イ
の
よ
り
多
く
を

ブ
ミ
。
フ
ト
ラ
に
分
配
す
る
こ
と
を
司
的
と
し
て
い

た
。
一
九
八

0
年
代
半
ば
の
不
況
易
機
に
成
長

に
よ
り
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ブ
ミ
プ

ト
ラ
の
株
式
所
有
目
標
な
ど
は
新
経
済
政
策
に
続

く
国
家
開
発
政
策
(
一
九
九
一

1
二
0
0
0年)、

現
行
の
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
政
策
(
二

O
O
一
1
一一

O

O
年
)
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
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最
低
限
の
イ
ン
フ
ラ
、
法
体
系
、
教
育
な
ど
は

ほ
ぼ
十
分
に
提
供
で
き
る
水
準
に
あ
る
マ
レ
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ア
に
お
い
て
は
基
礎
的
な
制
度
能
力
は
す
で
に
十

分
あ
る
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
同
国
に
お
い
て
検

討
す
べ
き
こ
と
は
よ
り
高
度
な
制
度
能
力
を
必
要

と
す
る
産
業
政
策
に
か
か
わ
る
部
分
で
あ
る
。
本

稿
で
具
体
的
に
取
り
上
げ
る
産
業
政
策
は
、
輸
出

指
向
工
業
化
、
重
工
業
化
(
第
二
次
輸
入
代
替
工

業
化
)
、
そ
し
て
中
小
企
業
振
興
で
あ
る
。
マ
レ

ー
シ
ア
に
お
い
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
法
人

税
の
免
除
な
ど
の
中
立
的
介
入
は
す
べ
て
の
産
業

政
策
に
共
通
し
て
観
一
祭
さ
れ
る
が
、
選
択
的
介
入

に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
産
業
政
策
ご
と
に
大
き
く

異
な
り
、
制
度
能
力
と
い
う
観
点
か
ら
も
こ
れ
ら

の
政
策
の
比
較
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

①
輸
出
指
向
工
業
化

マ
レ
ー
シ
ア
の
輸
出
指
向
工
業
化
は
工
業
輸
出

の
急
速
な
成
長
と
、
全
輸
出
に
占
め
る
工
業
製
品

の
比
率
が
八

O
%を
越
え
る
事
ム
夫
を
見
る
限
り
、

成
功
し
た
と
の
評
価
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
地
場
企
業
で
は
な
く
外
資
主
導

で
あ
り
、
両
者
が
競
合
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
産
業
的
に
は
電
子
産
業
に
偏
重
し
て
い
る
。

政
府
は
関
税
上
の
飛
び
地
で
あ
る
自
由
貿
易
地
区

や
保
税
工
場
、
法
人
税
の
一
定
期
間
の
免
除
な
ど

の
税
制
上
の
優
遇
措
置
な
ど
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
輸
出
に
特
化
す
る
多
国
籍
企
業
に
対
し
て
は

出
資
比
率
規
制
の
適
用
外
と
す
る
な
ど
、
外
資
誘

致
の
た
め
の
有
効
な
措
置
を
講
じ
て
き
た
と
い
え

る
。
自
由
な
活
動
を
許
さ
れ
た
多
国
籍
企
業
に
よ

り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
潜
在
的
な
比
較
優
位
が
顕
在

化
し
、
岡
田
の
産
業
構
造
と
貿
易
構
造
は
大
き
く

変
化
し
た
。

政
府
は
外
資
誘
致
の
た
め
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
派

遣
な
ど
は
行
っ
た
が
、
政
策
は
上
述
の
環
境
整
備

を
中
心
と
し
た
中
立
的
、
か
っ
、
シ
ン
プ
ル
な
も

の
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
産
業
政
策
と
し
て

求
め
ら
れ
る
制
度
能
力
は
さ
ほ
ど
高
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
工
業
開
発
庁
に
よ
り
、
関
係
す
る
財

務
省
、
通
商
産
業
省
な
ど
と
の
省
庁
間
の
調
整
も

行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
も
参
/
加
者
が
限
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
た

だ
し
、
初
期
の
段
階
で
は
、
産
業
を
電
子
産
業
に

特
定
す
る
な
ど
、
多
少
は
選
択
的
な
部
分
も
あ
っ

た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

安
車
工
業
化

一
九
八

0
年
代
半
ば
か
ら
本
格
化
し
た
マ
レ
ー

シ
ア
の
重
工
業
化
は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
主
に
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
に
起
因
す
る
。
政

府
は
重
工
業
公
社
(
一
九
八

O
年
設
立
)
を
中
心

と
し
た
国
家
主
導
の
重
工
業
化
を
進
め
た
の
で
あ

る
。
自
動
車
、
鉄
鋼
、
セ
メ
ン
ト
、
オ
ー
ト
バ
イ

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
外
資
と
の
合
弁
で
進
め

ら
れ
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
が
こ
れ

ら
の
企
業
で
雇
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ブ
ミ
プ
ト

ラ
系
企
業
が
下
請
け
な
ど
と
し
て
参
入
し
て
い
っ

た。
し
か
し
、
重
工
業
公
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
政

府
も
認
め
る
通
り
、
高
い
生
産
コ
ス
ト
や
経
営
コ

ス
ト
、
さ
ら
に
は
負
債
の
た
め
国
際
競
争
力
を
持

ち
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
他
の
製
造
業
と
の
連
関

の
創
出
も
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
原

因
と
し
て
は
重
工
業
化
の
開
始
時
期
が
景
気
後
退

期
に
あ
り
、
需
要
が
減
退
し
て
い
た
こ
と
や
、
政

府
の
財
政
が
逼
迫
し
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
が
、

基
本
的
に
は
政
府
の
能
力
不
足
が
根
底
に
あ
っ
た

と
考
h

え
ら
れ
る
。

実
際
に
政
府
王
導
の
も
と
で
重
工
業
化
を
進
め

る
場
合
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
案
、
予
算
措
置
、

運
営
、
さ
ら
に
は
関
税
に
よ
る
保
護
な
ど
広
範
な

関
連
す
る
事
項
を
遂
行
す
る
能
力
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
対
し
、
そ
の
過

程
で
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
能
力
は
十

分
に
高
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
重
工
業
化
推
進
の
た
め
に

特
定
の
産
業
ま
た
は
企
業
を
保
護
す
る
こ
と
に
よ

り
、
人
為
的
に
レ
ン
ト
(
特
定
の
集
団
の
み
が
受

け
る
こ
と
の
で
き
る
利
益
、
よ
り
具
体
的
に
は
重

工
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
ブ
ミ
プ
ト
ラ

の
喜
受
し
た
利
益
)
を
創
出
し
た
。
将
来
的
に
生

産
コ
ス
ト
が
逓
減
し
、
企
業
が
国
際
競
争
力
を
持

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
初
期
に
発
生
す
る
レ
ン
ト
も

容
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
マ
レ
ー
シ
ア

に
お
い
て
は
い
ず
れ
の
産
業
も
企
業
も
結
果
的
に

国
際
競
争
力
を
持
つ
に
は
歪
ら
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
レ
ン
ト
は
回
収
さ
れ
ず
、
保
護
に
よ
り
生
じ

た
国
民
の
負
担
は
拡
大
し
、
永
続
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。マ
レ
ー
シ
ア
は
政
府
王
導
に
よ
る
重
工
業
化
に

は
成
功
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
政
府

の
財
政
難
も
あ
り
、
一
部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
棚

上
げ
や
見
直
し
、
そ
し
て
、
重
工
業
公
社
を
含
む
、
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公
企
業
の
民
営
化
な
ど
の
方
向
転
換
を
進
め
た
点

は
評
価
に
値
す
る
。

③
中
小
企
業
振
興

中
小
企
業
振
興
は
、
製
造
業
全
般
に
わ
た
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
範
聞
が
こ
れ
ま
で
の
輸
出
指
向

工
業
化
や
重
工
業
化
と
は
大
き
く
異
な
る
。
中
小

企
業
の
多
く
が
華
人
系
企
業
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
中
小
企
業
振
興
が
本
格
化
す

る
の
は
一
九
八

0
年
代
後
半
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
政
策
に
つ
い
て
は
通
商
産
業
省
と
そ
の
下

部
組
織
で
あ
る
中
小
企
業
開
発
公
社
が
中
、
心
的
役

割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
同
公
社
が
コ

i
デ
イ
ネ

i
ト
す
る
組
織
は
九
省
庁
、
二
二
機
関
に
及
ぶ
。

中
小
企
業
振
興
は
大
き
く
、
名
桂
の
優
遇
措
置
等

と
大
企
業
に
よ
る
中
小
企
業
育
成
(
中
小
企
業
プ

ロ
グ
ラ
ム
)
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
に
は
法
人
税

免
除
な
ど
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
や
補
助
金
な
ど

が
含
ま
れ
、
怒
意
的
介
入
は
少
な
い
。
ま
た
、
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
は
中
立
的
政
策
で
あ
り
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
マ
レ
ー
シ
ア
は
長
い
歴
史
と
経
験
を
持

つ
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
多
致
の
関
連
省
苛
間
で

の
調
整
、
す
な
わ
ち
官
官
協
力
と
い
う
新
た
な
課

題
が
あ
る
。
ま
た
、
後
者
の
中
小
企
業
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
は
、
民
間
企
業
と
の
協
力
と
い
う
、

よ
り
高
度
な
調
整
を
必
要
と
す
る
分
野
が
含
ま
れ

て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
こ
の
分
野
の
経
験

が
浅
く
、
ま
た
、
協
力
を
要
請
す
る
企
業
に
多
く

の
多
白
籍
企
業
が
含
ま
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
緊
密
な
対
話
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
政

府
に
よ
る
学
習
効
果
を
者
議
2
9
れ
ば
、
制
度
能
力

が
徐
々
に
向
上
し
て
い
る
段
階
と
い
え
る
。

以
上
の
分
析
か
ら
、
政
府
の
役
割
と
制
度
龍
力

を
考
え
る
と
輸
出
指
向
工
業
化
で
は
、
政
府
の
役

割
と
能
力
が
ほ
ぼ
一
致
し
、
政
策
的
に
も
ほ
ぼ
成

功
し
た
と
い
え
る
。
重
工
業
化
に
つ
い
て
は
、
政

府
の
役
割
に
そ
の
能
力
が
伴
わ
ず
、
成
功
し
た
と

は
一
一
一
一
口
い
難
い
。
た
だ
し
、
見
直
し
を
す
る
と
い
う

制
度
龍
力
は
証
明
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最

後
の
中
小
企
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
役
割
に
あ
わ

せ
る
よ
う
に
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
と
い
う

の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
関
係
を
よ
り
広
い
視
野
か
ら
ま
と
め

て
、
図
示
し
た
も
の
が
図
ー
で
あ
る
。
最
下
部
に

は
広
義
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
法
体
系
、
教
育
な
ど

最
も
基
礎
的
な
制
度
能
力
に
対
応
す
る
政
策
が
あ

る
。
そ
の
上
に
位
置
す
る
産
業
政
策
は
相
対
的
に

低
い
制
度
能
力
に
お
い
て
も
実
行
可
能
な
中
立
的

政
策
と
よ
り
高
い
制
度
能
力
を
必
要
と
す
る
選
択

的
政
策
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
産
業
政
策
に

対
応
す
る
制
度
能
力
は
相
対
的
に
高
度
な
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
さ
ら
に
詳
細
に
み
る
と
い

く
つ
か
の
段
階
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
般
に
、

輸
出
、
中
小
企
業
振
興
は
中
立
的
産
業
政
策
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
重
工
業
化
で
み
ら
れ
た
幼
稚
産
業

保
護
は
選
択
的
産
業
政
策
に
入
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
実
際
の
産
業
政
策
に
お
い
て
は
い
わ
ゆ
る
中

立
的
産
業
政
策
の
な
か
に
選
択
的
要
素
が
入
る
こ

と
も
あ
り
う
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
分
析

を
も
と
に
一
一
一
つ
の
レ
ベ
ル
を
相
先
疋
し
た
。
前
述
の

よ
う
に
輸
出
指
向
工
業
化
は
ほ
ぼ
中
立
的
な
産
業

政
策
で
実
施
可
能
と
思
わ
れ
る
が
、
マ
レ
ー
シ
ア

で
は
産
業
の
特
定
や
省
庁
間
の
若
干
の
調
整
な
ど

多
少
選
択
的
な
部
分
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
を
低
位

の
選
択
的
政
策
と
し
た
。
中
小
企
業
振
興
は
中
立

的
な
優
遇
措
援
と
よ
り
選
択
的
な
中
小
企
業
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
含
み
、
笠

Z
、
こ
こ
で
は
中
位
の
選

択
的
政
策
と
し
て
い
る
。
重
工
業
化
に
つ
い
て
は

極
め
て
選
択
的
な
産
業
政
策
が
採
ら
れ
て
お
り
、

こ
こ
で
は
高
位
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
は
相

対
的
な
位
置
づ
け
で
あ
る
。

本
稿
で
は
十
分
な
検
討
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
制
度
能
力
や
産
業
政
策
に
関
連
し

た
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
事
ム
央
を
指
捕
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
ず
、
第
一
に
、
輸
出
指
向
工
業
化

か
ら
は
、
同
様
な
政
策
を
と
る
近
隣
諸
国
の
存
在

が
制
度
能
力
の
向
上
に
貫
墜
?
る
可
能
性
が
示
唆

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八

0
年
代
後
半
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
除
く
ア
セ
ア
ン
各
国
と
の
多
国
籍

企
業
の
誘
致
合
戦
に
よ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
制
度

能
力
の
向
上
に
努
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
重
工
業
化
で
は
制
度
龍
力
が
十
分
で

な
い
た
め
に
政
策
は
成
功
に
歪
ら
な
か
っ
た
が
、

一
方
で
政
策
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、

政
府
は
学
習
能
力
を
持
ち
、
経
験
を
経
る
こ
と
に

よ
り
制
度
能
力
も
向
上
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

第
三
に
、
産
業
政
策
の
対
象
が
誰
で
あ
る
か
と

い
う
こ
と
も
制
度
能
力
の
あ
り
方
と
関
連
す
る
と

思
わ
れ
る
。
輸
出
指
向
工
業
化
で
は
主
要
な
プ
レ
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選択的政策(介入)

マレーシアの制度能力と産業政策図1

高(重工業化)

より高度な

制度能力
中(中小企業振興)

低(輸出指向工業化)

中立的政策(介入)

より基礎的な

制度能力 インフラ、法整備、教育など

(出所)筆者作成。

ー
ヤ
i
が
多
国
籍
企
業

で
あ
り
、
彼
ら
の
望
む

環
境
作
り
が
中
心
と
な

っ
た
。
重
工
業
化
で
は

公
全
業
が
中
心
で
あ
っ

た
た
め
、
制
度
龍
力
の

如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、

政
府
に
よ
る
強
力
な
介

入
が
進
め
ら
れ
た
。
中

小
企
業
振
興
、
特
に
中

小
企
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

お
い
て
は
多
国
籍
企
業

や
地
場
の
大
企
業
な
ど
、

民
間
企
業
と
の
協
力
が

不
可
欠
で
あ
り
、
関
係

す
る
省
庁
は
こ
れ
ら
企

業
と
の
協
力
関
係
を
築

く
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と

異
な
る
制
度
能
力
を
必

要
と
し
て
い
る
。

第
四
に
、
産
業
政
策

は
先
行
す
る
他
国
の
政

策
の
影
響
を
受
け
る
と

考
え
ら
れ
る
。
マ
レ
ー

シ
ア
の
産
業
政
策
の
推

移
を
み
る
と
、
ア
ジ
ア

N
I
E
s
の
影
響
が
大

き
か
っ
た
と
い
え
る
。

最
後
に
マ
レ
ー
シ
ア

の
特
殊
事
情
と
し
て
、

両
国
に
お
け
る
官
と
民

の
関
係
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
同
国
の
官

僚
の
多
く
は
ブ
ミ
プ
ト
ラ
で
あ
り
、
地
場
全
業
の

大
勢
を
占
め
る
華
人
系
企
業
と
の
関
係
は
密
と
は

一
一
一
一
中
え
な
い
。
人
種
問
題
が
あ
る
た
め
、
問
題
は
極

め
て
複
雑
で
あ
る
が
、
{
呂
と
民
と
の
交
流
が
盛
ん

で
な
い
こ
と
が
、
官
僚
の
潜
在
的
龍
力
の
開
発
、

さ
ら
に
は
制
度
能
力
の
向
上
の
足
榔
と
な
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。

制
度
能
力
が
高
い
と
さ
れ
る
日
本
や
ア
ジ
ア
N

I
E
s
で
さ
え
、
い
く
つ
か
の
産
業
政
策
に
お
い

て
失
敗
を
経
験
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
国
ほ
ど
の

制
度
能
力
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
他
の
発
展
途

上
国
に
お
い
て
は
、
状
況
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
ケ
i
ス
は
経
済
の
発
展

段
階
、
制
度
能
力
の
高
さ
に
あ
っ
た
産
業
政
策
の

必
要
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
あ
な
ざ
わ
ま
こ
と
/
小
樽
商
科
大
学
商
学

部
教
授
)
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